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麻
生
藩
は
、
１
６
０
４
年
（
慶
長
９

年
）
新
庄
直
頼
が
常
陸
・
下
野
両
国
に

３
万
３
百
石
を
与
え
ら
れ
、
麻
生
を
居
所

と
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

現
在
の
麻
生
小
学
校
の
場
所
に
麻
生
藩

陣
屋
が
構
え
ら
れ
、
周
囲
に
藩
士
の
屋
敷

が
並
び
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
が
藩
の
家
老
職
を
務
め
た
畑

家
の
住
宅
（
現
麻
生
藩
家
老
屋
敷
記
念

館
）
で
す
。
現
在
の
建
物
は
１
８
５
６

年
（
安
政
３
年
）
に
火
災
で
焼
失
し
、
翌

１
８
５
７
年
（
安
政
４
年
、
第
13
代
征
夷

大
将
軍
徳
川
家
定
の
時
代
）
に
再
建
さ
れ

ま
し
た
。

　

麻
生
藩
家
老
屋
敷
は
県
内
で
も
数
少
な

い
武
家
屋
敷
の
遺
構
。
東
側
は
入
母
屋
造

り
、
西
側
は
寄
せ
棟
造
り
の
か
や
ぶ
き
屋

根
建
物
で
、
当
時
の
上
層
武
士
の
屋
敷
を

ほ
ぼ
完
全
な
か
た
ち
で
今
に
と
ど
め
て
い

ま
す
。

　

１
８
９
０
年
（
明
治
23
年
）
福
田
家
の

所
有
と
な
り
、
平
成
３
年
に
麻
生
町
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

麻
生
町
で
は
平
成
４
年
に
表
門
も
含
め

修
復
整
備
を
行
い
「
麻
生
藩
家
老
屋
敷
記

念
館
」
と
し
て
保
存
し
ま
し
た
。
現
在
も

公
開
さ
れ
麻
生
藩
新
庄
氏
の
歴
史
な
ど
を

紹
介
し
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
見
学
者
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

旧
畑
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（
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念
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旧
畑
家
住
宅
（
麻
生
藩
家
老
屋
敷
記
念
館
）
が
、
昨
年
11
月
に
県
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
行
方
市
に
お
け
る
県
指
定
有
形
文
化
財
は
13
件
に
な

り
ま
し
た
。

■
ご
利
用
案
内

　

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

開

館

日　

木
・
金
・
土
・
日
及
び

　
　
　
　
　
　

祝
祭
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　

入

館

料　

無
料

昨年11月23日には麻生藩家老屋敷お茶会が開かれました

行方市の
主な県指定有形文化財
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大塲家住宅　　　
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